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テーマ 太田から鹿角を歩く  

 

講 師 藤井 雄三 

（高松短期大学講師） 

ふ る さ と 探 訪 



１ 

延
命
地
蔵 

 
江
戸
初
期
に
、
仏
生
山
の
法
然
寺
に
安
置
す
る
大
小
二
躰
の
お
地
蔵
様
を
運
ぶ
た
め
、
藩
主
一
行

が
道
池
付
近
を
通
っ
た
。
し
か
し
、
大
き
い
お
地
蔵
様
を
乗
せ
た
荷
車
が
急
に
動
か
な
く
な
っ
た
た

め
、
占
者
が
見
て
み
る
と
、
「
こ
こ
は
見
晴
ら
し
が
よ
く
、
人
の
往
来
が
多
い
の
で
、
人
々
の
救
済
に

は
格
好
の
場
所
だ
」
と
の
お
告
げ
が
あ
り
、
大
き
い
お
地
蔵
様
を
こ
の
地
へ
安
置
し
た
と
い
う
。 

２ 
太
田
競
馬
場
碑 

道
池
の
南
側
に
石
碑
が
あ
り
、
大
正
十
四
年
（
一

九
二
五
）
の
廣
田
八
幡
神
社
春
祭
り
に
て
消
防
団
、

在
郷
軍
人
、
青
年
団
等
が
主
催
し
て
競
馬
を
行
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
走
路
は
神
社
の
裏
か
ら
道
池
の

土
手
を
東
に
向
か
っ
て
一
直
線
に
三
頭
ず
つ
で
競
争

し
て
い
た
。
走
り
終
わ
っ
た
馬
は
、
池
の
周
り
を
通

太田競馬場碑  



り
、
元
の
位
置
か
ら
ま
た
走
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
行
事
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
か
な
ど
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。 

 

３ 

廣
田
八
幡
神
社 

廣
田
八
幡
神
社
は
大
字
太
田
全
域
の
氏
神
で
、
そ
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
。 

御
祭
神
は
応
神
天
皇
（
お
う
じ
ん
て
ん
の
う
）
、
神
功
皇
后
（
じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う
）
、
玉
依
姫
（
た 

ま
よ
り
ひ
め
）
の
三
神
で
あ
り
、
そ
の
創
建
は
き
わ
め
て
古
い
が
、
詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
。
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
中
臣

な
か
と
み

太
田

連
む
ら
じ

、
天
児
屋
根
命

あ
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と

の
一
三
世
の
子
孫
と
さ
れ
る
御お

身み
の

宿す
く

弥ね

に
よ
っ
て
当
神
社
が
祀
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。 

江
戸
時
代
以
前
の
神
仏
混
淆

こ
ん
こ
う

の
時
に
は
、
高
松
の
石
清
尾
八
幡
宮
の
供
僧
西
願
寺
が
祭
を
司
っ
て

い
た
。
「
古
今
讃
岐
名
勝
図
絵
」
に
は
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
に
社
殿
、
古
記
、
宝
物
な
ど
を
焼

失
し
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
た
と
あ
る
。
初
め
は
太
田
八
幡
と
い
わ
れ
た
が
、
の
ち
に
い
ま
の
社
号
に



廣田八幡神社  

 変
え
た
と
い
う
。
な
お
境
内
末
社
と
し
て
は
、
仁
徳
天
皇
を

祭
る
若
宮
神
社
の
ほ
か
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
、
同

地
の
古
健
神
社
を
、
同
十
二
年
（
一
九
二
三
）
同
地
の
藤
木

神
社
を
そ
れ
ぞ
れ
合
祀
し
て
い
る
。 

 

氏
神
さ
ん
の
祭
り
は
年
二
回
行
わ
れ
、
五
月
十
二
日
が
春

祭
り
（
現
在
は
五
月
五
日
）
、
十
月
十
一
日
・
十
二
日
が
秋
祭

り
で
あ
る
。 

  

【
鎮
守
の
森
】 

 

近
隣
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
鎮
守
の
森
に
は
、
都
市
近
郊
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
緑

豊
か
な
大
木
や
貴
重
な
植
物
が
勢
い
よ
く
繁
っ
て
い
る
。
上
層
に
は
ク
ス
ノ
キ
・
ム
ク
ノ
キ
が
優
占



廣田八幡神社境内のクスノキ  

し
、
他
に
も
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
・
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
・
セ
ン
ダ
ン
・
ク
ヌ
ギ
・
ク
ロ
マ
ツ
等
の
大
木
も
見
ら

れ
、
中
層
以
下
に
は
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
ヤ
ブ
ニ
ツ
ケ
イ
・
ネ
ズ
ミ
モ
チ
・
ヒ
サ
カ
キ
が
多
い
。
若
宮

神
社
の
北
側
に
は
、
樹
高
二
十
メ
ー
ト
ル
、
幹
回
り
四
・
四
五
メ
ー
ト
ル
も
の
大
き
な
ク
ス
ノ
キ
が

あ
り
昭
和
五
十
二
年
に
市
の
名
木
条
例
に
基
づ
き
「
高
松
市
の
名
木
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

市
の
名
木
で
あ
る
ク
ス
ノ
キ

周
辺
以
外
の
森
が
、
大
変
良
い

状
態
で
保
存
さ
れ
た
常
緑
広

葉
樹
林
の
社
叢
で
あ
る
た
め
、

昭
和
五
十
九
年
三
月
に
県
自

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。 

 



法恩寺  

４ 

法
恩
寺 

 

法
恩
寺
は
万
堂
新
居
家
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
永
正
元
年
（
一

五
〇
四
）
新
居
家
十
九
代
目
の
資す

け

親ち
か

が
再
興
し
た
も
の
で
あ
る
。

万
堂
新
居
家
は
香
西
氏
な
ど
と
同
じ
く
、
讃
岐
藤
氏
の
系
統
で

あ
り
、
屋
島
合
戦
で
は
源
義
経
の
陣
営
に
参
じ
、
「
吾
妻
鏡
」

に
そ
の
名
を
と
ど
め
た
新
居
藤
大
夫
資
光

す
け
み
つ

の
第
四
子
資す

け

秀ひ
で

を

祖
と
し
て
い
る
の
で
、
法
恩
寺
の
開
祖
と
な
っ
た
資
親
も
武
士

と
し
て
東
軍
の
大
将
で
あ
っ
た
細
川
勝
元
（
一
四
三
〇
～
一
四

七
三
）
に
従
い
応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
～
一
四
七
七
）
に
出
陣

し
、
京
都
六
篠
合
戦
で
武
功
を
挙
げ
た
。
後
、
本
願
寺
の
蓮
如
上
人
（
一
四
一
五
～
一
四
九
九
）
に

帰
依
し
、
帰
国
し
て
鹿
角
村
に
菩
提
寺
を
再
興
し
た
。
こ
れ
が
法
恩
寺
で
あ
り
、
資
親
は
武
人
で
あ

り
な
が
ら
も
、
易
行
道
念
仏
の
行
者
と
し
て
「
浄
願
」
と
号
し
、
法
恩
寺
の
始
祖
と
な
っ
た
。 



本
堂
に
は
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
五
月
二
十
日
本
願
寺
寂
如
上
人
御
免
の
阿
弥
陀
如
来
尊
像
を

安
置
し
て
お
り
、
御
宮
殿
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
一
宮
村
白
井
善
六
氏
の
寄
進
で
あ
る
。
現
在

の
本
堂
は
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
の
建
築
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
以
前
に
は
享
保
五
年
（
一
七
二

〇
）
建
立
の
本
堂
が
あ
っ
た
。
現
在
、
境
内
地
に
あ
る
最
古
の
建
造
物
は
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）

建
立
の
鐘
堂
で
あ
る
。
ま
た
、
納
骨
堂
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
建
立
の
経
蔵
を
昭
和
三
十
二
年

に
改
修
し
、
壁
面
に
は
、
檀
紙
町
出
身
の
画
家
野
生
司
香
雪
の
揮
毫
に
よ
る
「
補
陀
落
山
図
」
を
掲

示
し
て
お
り
、
本
堂
に
も
野
生
司
香
雪
筆
の
印
度
ヒ
マ
ラ
ヤ
雪
山
図
が
描
か
れ
た
襖
絵
八
枚
が
あ
る
。 

【
野
生
司
香
雪
（
一
八
八
五
～
一
九
七
三
】 

東
京
芸
術
大
学
日
本
画
科
卒
業
。
仏
教
美
術
研
究

の
た
め
イ
ン
ド
に
渡
り
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
の
壁
画
模
写
、

イ
ン
ド
・
サ
ル
ナ
ー
ト
の
初
転
法
輪
寺
壁
画
製
作
を

経
て
、
仏
教
協
会
よ
り
仏
教
美
術
賞
を
受
賞
し
た
。 

法恩寺の襖絵  



【
藩
主
寄
贈
の
庭
石
】 

法
恩
寺
は
一
向
宗
の
た
め
、
お
御
堂
も
広
い
が
、
境
内
も
広
く
、
本
堂
の
前
庭
に
は
、
殿
様
か
ら

拝
領
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
大
き
な
庭
石
が
あ
る
。
付
近
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
勅
使
御
殿
に
あ
っ
た
も

の
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

長
大
な
岩
で
、
据
え
置
い
た
と
い
う
よ
り
も
高
く
土
壇
の
上
に
立
て
、
そ
の
前
に
凝
灰
岩
製
の
丸

い
井
戸
が
わ
や
庭
石
に
附
随
し
た
小

片
の
石
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
大
き

な
庭
石
は
、
一
見
凝
灰
岩
質
の
よ
う

だ
が
、
近
づ
い
て
そ
の
岩
質
を
見
る

と
、
花
崗
岩
が
分
解
し
た
砂
の
堆
積

層
と
な
っ
て
で
き
た
水
成
岩
で
あ
る
。 

 

法恩寺の庭石  



勅
使
御
殿
は
現
在
の
特
別
名
勝
栗
林
公
園
で
あ
る
「
お
林
」
に
劣
ら
な
い
と
い
わ
れ
た
庭
園
で
あ

っ
た
。
三
代
松
平
賴
豊
は
、
城
内
よ
り
も
、
栗
林
又
は
勅
使
御
殿
で
贅
沢
な
生
活
を
楽
し
ん
だ
藩
主

で
、
高
松
松
平
家
歴
代
中
最
も
豪
奢
な
殿
様
と
言
わ
れ
て
い
る
。
多
く
の
力
士
を
全
国
各
地
か
ら
集

め
、
相
撲
を
取
ら
せ
て
楽
し
ん
だ
と
い
わ
れ
、
こ
の
庭
石
に
相
撲
取
り
が
荷
っ
て
持
参
し
た
と
い
う

伝
説
が
残
っ
て
い
る
の
が
面
白
い
。 

時
の
将
軍
綱
吉
の
側
近
と
し
て
権
勢
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
柳
沢
吉
保
に
、
財
宝
を
多
数
贈
賄
し

た
殿
様
で
も
あ
っ
た
。 

法
恩
寺
は
勅
使
御
殿
の
あ
っ
た
勅
使
町
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
、
御
殿
解
体
の
際
の
残
石
が
、

こ
の
庭
石
で
あ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。 

 

５ 

上
免
出
水
と
鑿
井

さ

く

い

の
碑 

 

中
世
以
来
、
田
畑
に
は
一
定
の
税
率
が
定
ま
っ
て
お
り
、
一
定
額
の
税
の
こ
と
を
免
と
い
い
、
田



上免出水  

 

祖
を
賦
課
す
る
た
め
に
村
内
の
土
地
柄
に
大
ま
か
な
区
分

を
し
た
地
域
を
免
場
と
い
っ
た
。
当
時
、
ど
の
村
に
も
上

所
免
・
中
所
免
・
下
所
免
と
い
う
の
が
あ
り
、
土
地
柄
の

よ
し
あ
し
か
ら
、
課
税
上
三
等
級
に
地
域
を
区
分
し
て
い

た
。
上
所
免
（
五
割
の
税
と
免
五
ツ
）
、
中
所
免
（
免
三
ツ

九
分
）
、
下
所
免
（
免
二
ツ
八
分
）
と
い
う
よ
う
に
分
か
れ

て
お
り
、
そ
の
免
（
税
）
率
が
高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
土
地
柄

が
良
い
と
さ
れ
て
い
た
。
上
所
免
の
出
水
と
い
う
こ
と
か
ら
「
上
免
出
水
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
付
近
は
、
旧
太
田
村
時
代
に
上
免
と
い
う
字
名
で
あ
っ
た
場

所
で
あ
り
、
上
免
出
水
の
受
益
地
は
太
田
・
伏
石
で
高
五
百
十
七
石
四
斗
も
あ
り
、
周
辺
地
域
の
他

の
出
水
よ
り
も
石
高
が
多
か
っ
た
。
太
田
地
区
で
は
鹿
ノ
井
出
水
と
並
ぶ
最
大
級
の
出
水
で
あ
っ
た

上
免
出
水
だ
が
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
未
曾
有
の
大
旱
魃
に
よ
っ
て
深
刻
な
水
不
足
に
陥
り
、



周
辺
地
域
は
収
穫
皆
無
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
同
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
出
水
の
水
を

補
う
た
め
に
井
戸
（
鑿
井
）
が
掘
ら
れ
た
。
総
工
費
三
万
八
千
余
円
を
か
け
て
、
ポ
ン
プ
で
水
揚
げ

を
行
う
、
当
時
と
し
て
は
近
代
的
な
も
の
が
設
置
さ
れ
、
今
も
そ
の
ポ
ン
プ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
鹿
ノ
井
出
水
と
は
、
太
田
地
区
で
最
も
大
き
な
出
水
で
、
ど
ん
な
旱
魃
で
も
枯
れ
た
こ
と

が
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
の
大
旱
魃
の
際
、
白
髭
の
老
人
が
鹿
と
な
っ

て
現
れ
、
こ
の
地
で
泉
を
掘
り
当
て
、
人
々
を
救
っ
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。 

 

 

   

 

太田地区（旧太田村）略図  

井戸（鑿井）のポンプ  
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１２月２０日（日）太田・鹿角町からの復路 

◆ことでんバス（塩江線上り） 

【太田】   【瓦町】    【高松築港】  【高松駅】 

12:13 発 →  12：28  →  12:37  →  12:41 着 

次次回回ののふふるるささとと探探訪訪はは……   

テ － マ  志度町の町並みを歩く（予定） 

 と  き  平成２８年１月２４日（日） 

       ９：３０～１２：００頃 

集合場所  さぬき市役所前 

講  師  砂山 長三郎さん（平賀源内記念館館長） 

      渡邉 寛さん（おへんろつかさの会会長） 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」１月１５日号に開催案内を掲載します 

  ので、御覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課（TEL839-2660「午前７時３０分～開始時間まで」）で 

  お知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

--------------------------------------------------------- 

★次回の交通案内★ 

◆ことでん琴平線下り  →乗り換え→ ◆ことでん志度線下り     

（高松築港駅）（瓦町駅）           （瓦町駅）（琴電志度駅） 

 8:15 →  8:20 ＜＜ホーム移動＞＞ 8:26  → 9:00  

◆JR 高徳線・引田行 

（高松駅） （志度駅） 

8:33 →  9:02 



 

        

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

 

 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 

※参加中は、次のことに充分留意し、

意義のある探訪としましょう。 

 


